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Abstract: In this paper, I investigated the difference between the “iu” and “hanasu,” which expresses an utterance 
activity with specificity of the speaking subject and the speaking partner as a clue. Unlike “hanasu,” there are a lot of 
cases where “iu” is the speaking subject and the speaking partner does not exist. Here, the lexical meaning of “speak” 









                                                 





































イ 大野晋・浜西正人（編）（1985）『類語国語辞典』角川書房 p.518、p.1125 










    心に思うことを口で言葉に表す。 
 話す：「一部始終を－。」「英語で－。」 























      「あの人はいつも文句ばかり言っている」「彼は突然、あっと言って立ち止まった」 
【名乗る】類－そのような名前・身分・所属である、あるいは自分についてそのようなこと
があると、言葉で表明する。（p.309） 
      「その店で彼女は、源氏名を昔の名前に戻して、忍と言っていた」 
「受付に行って、お名前を言ってください」 
    【与える】類－人や事柄などをそのように名付ける。（p.633） 
      「人は彼女を天使と～」 
    【鳴る】類－物が音を発する。（p.1276） 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 
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      「強い風で一晩中、雨戸ががたがたいっていた」 
 話す：【しゃべる】類－ある言語の共通語や方言を使う。（p.292） 
      「英語を～」「大阪弁を～」 
    【話す】類－自分が有するまとまりのある情報を聞き手に伝えるため、その内容を言葉を使
って表出する。（p.302） 
      「先生に事情を話して、わかってもらう」 
 





  大声で～ 鋭い意見を～ 英語を～ 自分の過去を～ 思わず「あっ」と～ 
言う ○ ○ － － ○ 











    「君の－ことを信じる」「つべこべ－な」 
 話す：まとまった内容を言って伝える。 

































































いった格好も似合うね」（小説宝石）                   ［わたし→彼女］ 
（2）「どうしたんですか、有希さん。この家のことで、また何か訊きたいってのは…」 上坂光瑠
はやや戸惑っているように、そう言った。有希は何も応えず、代わりに圭子が、前日有希が聞か







ように言って、カウンターキッチンの内側にいく。（人生ベストテン）      ［ぼく→女］ 
 （4）あとで叱っておかなくてはならないと思いながら、ディキシーはもう一つ気がかりだったこと
を話した。「塀を越えたのが昼でよかったわ。夜は危ないの。庭に虎を放すから」虎と聞いて少年







刊［文庫情報誌］））                        ［僕→園主と源さん］ 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 
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何を言っている。何を迷っている。協子はお腹をさすりながら、子供に声を掛けた。ごめんね、


























（西日本新聞）                              ［宮里→記者］ 
（16）「すべてが作画の段階で素材分けされていれば、後の作業は楽になります。ですが、絵を描
く際にイメージがつかない」そのバランスを取ることが重要だと奥井さんは話した。（The art of 





































とはみんなじーっと聞いてた。（現代）                ［澁澤先生→みんな］ 
（23）ファラデーは（…）千八百二十五年から始められた一般向けの「金曜講演」で、何度も講演
し、最後の講演で子どもたちに話した内容をもとに、『ろうそくの科学』が著わされたことでも
有名です。（理科ができる子の育て方）              ［ファラデー→子供たち］ 
 （24）わたしは松野一郎と言います。自然公園で、みなさんに草花の説明をしています。今日はみ
なさんに春の七草についてお話しして、その後、校庭や学校のまわりの畑や田んぼをまわって、
探してみましょう。（東洋鬼）                   ［松野一郎→みなさん］ 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 













と言っているのだ。（逆18禁）                  ［筆者→あなた（読者）］ 
 （26）ここで自分自身のことで恐縮ですが、つい最近の筆者の経験をお話しさせていただきたいと





































（バスクとバスク人）             ［全バスク人口の五十四パーセントの人→〇］ 
（32）日本人の子どもであっても、生まれたときからフランスで育てられればフランス語を話すよ
うになることからも、日本語とかフランス語といった個別言語と言語能力を区別する必要がある




















の子どもにとっても必要な生きる力である。（小四教育技術）           ［〇→〇］ 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 
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（34）家康は、村人は最後に自分たちの聞き違いだったということがわかって大笑いしたり落胆し
たりしたという。それゆえ、相手の考えに立って話すことが大切だと家康は言う。（歴史を動か
した名言）                                  ［〇→〇］ 
（35）どれだけ努力しても、人は通常のスピードより3倍以上の速さで話すことはできない。それ
を機械の助けを借りて無理なく効果的に行えるようにしたのが速聴だ。（聴覚刺激で英語は必ず






ら読んだり，話したりという対症療法には限界がある。（言語聴覚士テキスト）   ［〇→〇］ 
（37）心で語りかけましょう。そういう経験を重ねると、徐々に「話さなくても通じ合う」ように








                                         ［〇→〇］ 
（39）もし『真の』マルチリンガル（…）に育てたいなら、幼少期に母国語の他に外国語の環境に
さらすことが必須となる。もちろん、ネイティブの外国語環境である。英語なら、ネイティブ英









度改革なにが問題か）                             ［×→×］ 
 （41）文面は日付入りの日記風で、「死ぬ理由はない。あえていえば。疲れたから」「生きてる理
由はない」などと書かれていたという。（産経新聞）               ［×→×］ 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 
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（42）その意味では、罪の意識というのは、感情でいえば「恐怖」「驚愕」「怒り」のすべてが入










発話主体 発話相手 いう はなす 
特定者 特定者 306 30.6% 796 79.6% 
特定者 不特定者 67 6.7% 162 16.2% 
不特定者 特定者 0 0.0% 0 0.0% 
不特定者 不特定者 0 0.0% 42 4.2% 
不存在 不存在 627 62.7% 0 0.0% 
計 1000 100.0% 1000 100.0% 
 





























した。（島を旅する）                          ［私→サチさん］ 
  （48）「お待たせいたしました、黒巫女殿、どうにかこうにか手当はできましたわい」相変わらず
の好色そうなしわがれ声で話しつつ、墨染めのぼろ衣をまとった猿鬼坊がやってきた。（退魔拳




















です。（未来におきたいものは）                     ［保田さん→〇］ 
発話動詞「いう」と「はなす」の相違に関する一考察 
−発話主体と発話相手の特定性をめぐって− 
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（51＝27再掲）日本ではバリデーションの普及は遅れたが、東京都老人総合研究所の本間昭研究部
長は「痴呆のお年寄りのいうことを否定しないで共感するなどの方法は日本でも熱心な介護者は





力をつけるコツ）                             ［日本人→〇］ 
（53）オーストリアの研究でリンケは、子どもが書いているものと話していることとを比べたなら
ば、七歳の子どもは二歳の子どもが話すのと同じ程度に書くことさえできないといいます。（子
どもの想像力と創造）                        「二歳の子ども→〇」 
（54）地中海東岸のトルコからアラビア半島、さらにイラン、アフガニスタンに至る西アジアに話
される主要な現代語は、アルタイ系のトルコ語を除けば、大部分、セム系およびイラン系の言語













史を動かした名言）                              ［〇→〇］ 
（56＝41再掲）心で語りかけましょう。そういう経験を重ねると、徐々に「話さなくても通じ合う」























にその生活や信仰の様子を伝える資料がほとんど残っていない。（旅の手帖）    ［×→×］ 
（59）フランス柔道柔術連盟と有段者会共同の機関誌『Judo』が千九百五十年一月に創刊された。
Ａ五判よりすこし大きめで三十ページ少々というささやかな雑誌である。（世界にかけた七色の















松を掘り上げて鉢上げしたのが松盆栽の発祥と言われている。（農耕と園藝）     ［×→×］ 
 （63）シェア５割を誇るナショナル自転車工業（大阪）のブースにも、スポーツ車や折り畳み車が
並ぶ。車種を増やすことで、様々な年代にアピール。山の坂道も楽に上れ、ツーリングの幅が広











さえ感じています。（エコハウスに住みたい）                  ［×→×］ 
（65）つまり、僕には、保坂さんの文体も、この言い方で言うなら、蓮實という人の批評の文体と
同様、「全体として空疎である」、「情報量」が非常に少ないことに、その特徴がある、と思わ
れるのです。（一冊の本）                           ［×→×］ 
  （66）六十年あまり前の千九百四十三（昭和十八）年といえば、第二次世界大戦の敗色が次第に日
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表2 発話動詞「いう」と「はなす」の発話主体と発話相手の特定性と語彙的な意味の分布5 
発話主体 発話相手 いう はなす 
特定者 特定者 有 有 
特定者 不特定者 有 有 
不特定者 特定者 ― ― 
不特定者 不特定者 ― 有 
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